
 

 

 

 

 
   

 

７月１日（月）の全校集会では、７月は１学期のまとめの月であることと、渋沢栄一さん
の言葉を引用して、「経験」を大切にしてほしいことを話しました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 羽咋市立西北台小学校 学校だより ７月２日号 
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★６月の目標「安全な生活」 

★７月の目標「安全な生活」 
・廊下や階段は走らずに歩く。 

→ 廊下や階段は右側を落ち着いて歩く 

・体育館やグラウンドでの遊び方  

・遊具や用具の安全な使い方 

・放課後の遊び方 

◎８日（月）～１2 日（金） 

「歩き名人コンテストⅡ」実施 

安全教育担当：南先生  

今年の学習テーマ 
みんなが分かる授業 ～学びタイムを通して～ 

４月：授業の準備をしよう 

５月：はっきり最後まで言いきろう 

６月：相手を見て聴こう 

７月：理由（根拠）をつけて話そう 
 ・結論から先に話す。 

その後に、根拠を話す。 

 ・「学びタイム」でも根拠を必ず話す。 

        研究主任：北先生  

今月は１学期のまとめとして、４月からできるようになったことや分かるようになっ
たこと（学び）を自分自身が自覚する・理解することが大切であることを言いました。
自分の成長の自覚化です。自分は何ができるようになって何がまだできていないのか、

何が分かるようになって何が分かっていないのか、について考えることで、夏休みの自
分の取組内容が見えてきます。学校から出された宿題をこなすだけではなく、自分をも
うワンステップ上へ成長させるための準備する月にしてほしいと願っています。 

３日に新紙幣が発行されることに触れ、その中の一万円札に描かれる「渋沢栄一」
さんの言葉を紹介しました。 
【学問は一種の経験であり、経験はまた一種の学問である】 
この中に出てくる「経験」という言葉の意味を大切にしてほしいと伝えました。 
子どもはこれまでの生活の中で、様々なことを経験して成長しています。大人もそ

うです。近年では、学び続けることが重要視されています。大人になっても学び続け
ることが大切であると言われます。様々なことを経験することが、長い人生におい
て、いつかどこかできっとその経験が役立つ日が来るはずです。勉強（学問）という
と苦手意識をもってしまう人もいるでしょうが、何事もやってみないと得られないこ
とは意外と多いです。経験が多ければ、物事をつなげて考えることができます。経験
しないよりした方が、人生が豊かになるのではないかと私は考えます。子どもには
「経験（やってみる）」を大切にしてもらいたいです。 
「経験は知なり宝なり」「百聞は一見に如かず 百聞は一行に如かず」 
・・・私の好きな言葉の一つです。 


